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“力”のコンプレックス・
  　　 シンドロームを超えて

本書では，“力”の二大要因である睡眠時ブラキシズムと

咀嚼時の咬合力に焦点をあて，困難とされていた

「力の鑑別診断」と「力のコントロール」の実際を

多数の症例を用いてビジュアルに解説

“力”の二大要因に対する診断の確実性を

飛躍的に向上させたオクルーザルスプリントの製作法と

応用法についてくわしく紹介

歯根破折，インレーや冠のたび重なる脱落，歯の動揺，

義歯のトラブルなど，“力”への対応で苦慮している臨床医，

必読の書

C O N T E N T S

 ●ガイダンス̶̶ “力”とはなにか
 １  過度の咬合力への気づき
 ２  睡眠時ブラキシズム（SB）とその評価法
 ３  睡眠時ブラキシズム（SB）と各種の現象との関係

４  睡眠時ブラキシズム（SB）のコントロール

５  咀嚼時の過度の咬合力

６  “力”のコントロールへのモチベーション

７  “力”のコントロールの実際
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はじめに

［ガイダンス］“力”とはなにか

１　過度の咬合力への気づき

1．“力”への気づき

　症例1-1  “力”の要素が関与していない

　　経過のよい症例

　症例1-2 “力”の要素の強い症例

2．“力”とは？

２　睡眠時ブラキシズム（SB）と
　　その評価法

1．従来のSBの評価法

2．SBの評価法

3．SB評価用スプリントの製作法

4．SB評価用スプリントの使用法

３　睡眠時ブラキシズム（SB）と
　　各種の現象との関係

1．SBの強さと歯周病治療後の経過との

　関連

2．SBの強さと修復物の脱落との関係

3．SBの強さと根分岐部病変の関係

　症例3-1  炎症の因子が強く“力”の関与

　　が少ない歯周病

　症例3-2 大臼歯すべてに重度の根分岐

　　部病変が認められる重度慢性歯周炎

4．SBの強さと顎関節症との関係

　症例3-3 SBのコントロールのみで顎関

　　節症を治癒させた症例

5．SBの強さとインプラントの関係

　症例3-4 咀嚼時の咬合力によりインプラ

　　ント周囲炎を発症した症例

　症例3-5 SBの強さが弱く長期的に口腔

　　内が良好に維持されている症例

　症例3-6 SBの強さが強く天然歯や上部

　　構造に影響を及ぼした症例

４　睡眠時ブラキシズム（SB）の
　　コントロール

1．自己暗示法によるSBのコントロール

2．自己暗示法の効果の判定

3．PSG データによる自己暗示法の効果

　判定

　症例4-1  睡眠クリニックから治療を依頼

　　されたSBによる睡眠障害の症例

4．自己暗示法による成功率と効果の持続

調査研究結果

5．自己観察によるSBのコントロール

調査研究結果

　症例4-2 SBのコントロールの重要性を

　　認識させられた症例

５　咀嚼時の過度の咬合力

1．咀嚼時の“力”の気づき

　症例5-1 咀嚼時の咬合力が強い症例①

　症例5-2 咀嚼時の咬合力が強い症例②

2．咀嚼時の咬合力評価法

3．咀嚼時の咬合力評価用スプリントの製

　作法

4．強い力で噛むのは硬い物が好きだか

　ら？

5．咀嚼時の咬合力のコントロール

　症例5-3 プロビジョナルレストレーショ

　　ンの破折や脱落などが頻発する症例

　症例5-4 下顎パーシャルデンチャーの支

　　台歯の動揺と咀嚼不全を訴える症例

　症例5-5 SBと咀嚼時の咬合力が複合し

　　た症例

６　“力”のコントロールへの
　　モチベーション

1．“力”のコントロールへのモチベーショ

　ンの大切さ

2．I.P.（イニシャルプレパレーション）シ

　ステム

７　“力”のコントロールの実際

　症例7-1 “力”を受け止める側の対応の

　　みを図った症例

　症例7-2 重度慢性歯周炎に罹患し，反対

　　咬合で強いSBの症例

1．“力”がどのように関与しているか
　̶評価の手順

2．“力”の鑑別診断

3．研究１：SBに咬合性因子は影響を与え

　るのか？

4．SBのコントロールの実際

5．咀嚼時の咬合力のコントロールの実際

6．研究２：最後方歯の抜歯要因や歯周病

　の悪化理由は？

7．オクルーザルスプリントの使用上の問

　題点

8．SBの治療効果の出ないときの対策

9．“ 力 ”を考えることがどれだけ重要な

　のか教えてくれた１症例

　症例7-3 36年間の長期経過観察により

　　“力”の有無が顎口腔系の健康にとり

　　どれほど重要かを学んだ症例


